
  
 
７月３０日（火）、広島都市学園大学 教授 竹林地毅先生をお招きして、夏季公開講座を実施しました。
他校からもたくさんの方に参加していただきました。その様子をお伝えします。 
 
 
 
 
 

育てたい児童生徒と資質・能力 

〇児童生徒が主体的に学ぶ授業 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇育成する非認知能力 

非認知能力 
自制心、忍耐力、意欲、楽観性、コミュニケーション力、協調性等、客観的な点数（数値） 
にできないもの 

                    
  
  
        
 

 

R６.９ 

テーマ   知的障がいのある児童生徒の主体的な学び 

−学びを実感する単元・授業づくり− 

・教師主導型に偏ってはいないか？ 

      ・単元を俯瞰して計画を考え、教師主導と学習者主導を意図的に使い分 

ける必要がある。 

主体的な学習活動を通して 

非認知能力が育っていく場面が多

くある。 



学びを実感する単元・授業づくりの工夫 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

例）収穫したさつまいもを使った調理実習 
  
 
 

 

 

  
 
  
自己有用感 

人の役に立った、人から感謝された、人から認められた、という自分と他者（集団や社会）との関係を
自他共に肯定的に受け入れられることで生まれる、自己に対する肯定的な評価 

 
例）地域の幼稚園等への貢献活動 

  自分たちで作ったものを寄付するだけでなく、実際に子どもたちの目の前で作る。 
→より役に立ったという実感を得られる！ 

 

  

    児童生徒にとって必要性・必然性のある学習活動を取り入れる。 

さつまいもを
焼いておく 食べる

おいしい！

まだ食べたい！
自分で焼く

教師が 児童生徒が 

    学んだことを生かした貢献活動を通して自己有用感を育む。 

振り返りをとおして体験を経験に変え、学びにつなげていく。 

今の力を発揮した挑戦のある学校生活・授業にしていく。 


